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Perfect Body 

大河内健詞 

 

[配役] 

勇者 

パーフェクトボディー（PB） 

パーフェクトボディガール（PBG） 

 

 

 

勇者 よし、あとはこの大きな石を動かして、こっちのくぼみにはめればいいんだな。 

 よいしょ！ …くそお、だめだピクリともしない。 

 こんなことならおじいさんの言いつけどおり、普段から身体を鍛えておけばよかった。 

 私が貧弱なせいで、世界が終わってしまうなんて…チックショー！ 

 

効果音と共に、全身白タイツのパーフェクトボディー（PB）が現れる。 

 

PB 誰だ！ 

勇者 こっちの台詞だ！誰だお前は。 

PB 私はミスターパーフェクトボディー。 

勇者 パーフェクトボディー？ 

PB その名の通り、完全な肉体を持っている、無二の存在だ。 

勇者 完全な肉体って・・・痩せてますよ。 

PB パーフェクト！（ポーズを決める）人を見た目で判断してはいけない。 

勇者 じゃあ何ですか、細マッチョってやつですか？ 

PB さては肉体の事でお困りのようだな？ 

勇者 無視か。ああ、まあそうですよ。 

PB そうか、ならば私に任せなさい。どうすればいい？ 

勇者 あのですね、この大きな石、亀石っていうんですけどね。この亀石を、そこにくぼみに 

 はめたいんですよ。 

PB はめるとどうなるんだ？ 

勇者 はめると、開かれたままになっている彼岸との扉が閉じ、世界を悪魔による支配から 

 救えるんですよ。 

PB コンプリートリーアンダースタンド！ 

勇者 何で英語。ほんとにわかったの？背景とか全く説明してないけど。 

PB つまり、この、でっけえ〜石を持ち上げりゃあいいってことだな！ 

勇者 悟空か。持ち上げたいってだけじゃなくて、こっちのくぼみにはめないといけないの。 

PB オーケーオーケー、イージーなミッションだ。見てなさい。（岩に手をかける） 

 人間は、己の潜在能力の、わずか１０パーセントしか発揮していないという。 
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勇者 北斗の拳か。  

PB 残りの８０パーセントを発揮した者、それがミスターパーフェクトボディーなのだ。 

勇者 １０パーセントは残ってるんだ。 

PB 見たまえ、これがパーフェクトボディーの！…くっ…舞だ！ 

勇者 舞ってんじゃねえよ！ なんだよやっぱり動かせねえじゃねえか。 

PB 完全な肉体はそれ自体がアートである。 

勇者 何言ってんだよ。。 

PB まあ、焦らず聞け、社会不適合者よ。 

勇者 誰が社会不適合者だ。 

PB よく、人体の７０パーセントは筋肉だと言うだろう。 

勇者 言わねえよ。 

PB ７０パーセントが筋肉なら、残り８０パーセントは何だと思う？ 

勇者 １００パーセント超えてるよ、全然計算できねえんだな。 

PB 残りは、これだ。（頭を指す）この、あれだ、頭んなかに入ってる、あれだ。 

勇者 脳？ 

PB そうそう！脳！ 

勇者 お前には無いと思うよ！ 

PB え、何が？ 

勇者 あああもういい。めんどくさい。で、何が言いたいんだよ。 

PB つまり、仲間を呼ぶってことだよ！カモン！ 

 

効果音と共に、全身黒タイツのパーフェクトボディーガールPBGが現れる 

 

PBG パーフェクト！（ポーズ） 

勇者 誰？ 

PBG アイアム、パーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

勇者 …ガールっていいうほど若くは 

PBG シャラップ！！ 

勇者 怖！ 

PB よく来てくれた、ミセスパーフェクトボディー 

勇者 やっぱりミセスじゃねえか。 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

PB いいや、君はミセスパーフェクトボディーだ 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

PB そんなはずはない、君はミセスパーフェクトボディーだ 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

PB たいがいにしろ、君はミセスパーフェクトボディーだ 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

PB その主張は違法で無効だ、君はミセスパーフェクトボディーだ 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 
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PB これが最後の警告だ、君はミセスパーフェクトボディーだ 

PBG ノー！ アイアムパーフェクトボディーガール！（ポーズ） 

PB しかたない、あいだを取って。 

勇者 何でもいいわ！！ガールでも！ミセスでも！レディーでも！ 

 何しに来たんじゃ貴様らは！痴話げんかか！ 

PBG ・・・ソーリー（ポーズ） 

PB 私たち、夫婦なんです。 

勇者 ほんとに痴話げんかか、夫婦で何やってんですか。 

PB ご覧の通り、日々楽しく暮らしています。 

勇者 殺すぞ。 

PB ジョークです。ただし日々楽しく暮らしているのは本当です。 

PBG アナタ。 

PB パーフェクト？（ポーズ） 

PBG イエス！パーフェクト！（ポーズ）イエーイ！ 

PB イエーイ！ 

勇者 帰ってください！私も暇じゃないんで！ 

PB ノーノー！落ち着いて、これからが私たちの力の見せ場です。 

勇者 ほんとですか？奥さんも痩せてますよ。 

PB ドントウォーリー。では、この牛石を持ち上げてしんぜよう。 

（PBGに）お前はそっちね。 

PBG オーケー（岩に手をかける） 

PB いくぞ、ワン・ツー・スリー！ 

PBG （意味不明なことをする） 

PB アッ！ 

勇者 何してんだよ！ 

PBG ダイジョウブ？ 

PB 腰が！！ 

勇者 全然パーフェクトじゃねえな。 

PBG パーフェクト！（ポーズ） 

勇者 お前はうるさい！ 

PBG （無言でポーズ） 

勇者 見ろ、もう悪魔がここまで来ている。世界はもう終わりだ。 

 

（嵐のような音。だんだん暗くなる） 

 

PB （PBGに）舞で悪魔を払うんだ。ダンス！ 

PBG （舞う）パーフェクト！パーフェクト！ 

PB パーフェクト！ パーフェクト！ 

勇者 おじいさんの言いつけを守っていればよかった… 
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「パーフェクト！」の声が悲しく響く。 

 

暗転 

 


